
多機能型事業所 Ｉビリーブ のご紹介

学校法人 岩谷学園

多機能型事業所 Ⅰビリーブ

所長：甲方 他

2022.12.1（木）15:30～17:00
１号館３階ホール

第３回 アップルタイム

＊受けいれて、社会につなぐ （就労移行支援）＊

＊自分を見つけよう （自立訓練・生活訓練）＊



１ .多機能型事業所Ｉビリーブの説明

１．幅広く、多くの卒業生を、随時 受けいれて ⇒ 1～2年で、就職や次の進路に 進みます。

そのため、新横浜も 高島町も 18～22歳の人が多いです。（Ｂ型施設との 大きな違いです）

２．ひとりひとりに合わせた 支援を行います。（就職から定着まで／体調・気分の改善／相談、同行）

３．その人の喜びや、気づきや、悩みを、大切にします。（気持ちを 通わせられる 安心感）

４．担当職員や支援目標を、利用者・家族が えらべます。（職員が 謙虚であるために）

５．安定した 次のステージに つなぎます。 必要なら その先まで。（定着支援など）

（就職する人、まずA型が良い人、B型が向いている人、もっとゆっくりが良い人、

自宅療養や 相談機関が必要な人、再就職して ステップアップの人など・・・）



２．卒業後の『支援付き』は【はたらく】【訓練する】【落ちつく】
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3.『Ｉビリーブ新横浜』の説明

＊就労移行支援＊

◎ このあと、３－１～３－８ までは、「Ｉビリーブ新横浜」 の説明です。

◎ 就労移行支援事業所 ですので、

基本的に、「働きたい」と思っている人は 全員 大丈夫です。

◎ 今年４月から 高島町と新横浜に 分かれたことで、利用者が 生き生きと

動けている 気がします。就職率が 急上昇中です。



Ⅰビリーブのコンセプトの一つ

『強みに着目した支援』

『一人ひとりに合わせた支援』

・別紙 『Ⅰビリーブから就職・転職した人』 に記載されている、No.34 の利用者の方の事例です。

・Ⅰビリーブの就労支援に関する方針を、お話させていただきます。

３－１



Ｉ ビリーブ新横浜の就労支援

個別担当制

マッチング

強みに着目タイミング

一人ひとりに

合わせて

３－２



どんな人？
◇苦手なこと

・話すことがとても苦手。

・あいさつ、返事、雑談…とにかく声を出すことが苦手。

◇だけれども…

・作業能力が高い。 これこそが

・指示に対する理解力も高い。 本人の強み
・休まない。 ココに着目！

・真面目にコツコツタイプ。

・交通機関を利用できる。
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就活における課題（と思われがちなこと）
・面接はどうなるの？

・職場の人とコミュニケーション取れるの？

・挨拶ができなくても平気？

もちろん

・挨拶ができて、他者とコミュニケーションが図れれば、

越したことありません！

⇒そのタイプの人は、その強みを活かした仕事

（接客、人と触れ合う仕事、チーム作業がある仕事）
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支援の方向性

◇コミュニケーションが苦手だけど…

・接客、電話対応、頻繁なコミュニケーションなどが少ない仕事ならいけそう？

⇒職種は様々。“挨拶できなきゃアウト！” ってわけではない。

◇面接は？

・実習から入る、就活の進め方もある！

⇒面接は あくまでも就活の一つのカタチであって、

面接がうまくなることが 必須なのでは ない。
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強みに着目！
課題克服型の支援⇒強みに着目した支援（ストレングス支援）

人前で話すのは どうしても苦手

“技術”で勝負！

だからと言って

・面接練習、人前で話す練習、声を出す練習… ・接客業に就くわけではない。

・この技術はすぐに身に付くものでもない。 ･集中力があって、作業の正確性が高い。

・得策ではないのでは？ ・持ち前の作業性を活かせる職種は？

⇒製造業、バックヤード（倉庫、ピッキング）

苦手の克服 強みを伸ばす
活かす

武器にする
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就職活動支援①

◇受ける会社の要件

・実習で本人の働きぶりを見てもらえる 本人の強みを

・コミュニケーションが少ない職場。 活かせる会社とのマッチング

・一人でコツコツ出来る作業。

・就労支援センター経由でこの会社の説明会、実習に参加。

・挨拶、先方とのやり取りは苦手なまま。

・だけど、指示通りに黙々と働く姿勢が高く評価された。

⇒会社が求めている姿と一致！（マッチングが図れた。）
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就職活動支援②

◇会社見学や実習の日程調整

・最近は、会社側も “支援機関付き”の求職者を望む傾向。

・メールや電話で。会社側も“支援機関を通して”という考え。

◇見学や実習に同行

・本人だけでは説明しきれない部分を 会社に伝える。

◇面接や履歴書対策

・一人ひとりのタイミングに合わせて。
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